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◆なぜジャパンサーチなのか

写真原板のアグリゲーターに俺はなる！

写真原板の構造化における事情
・原板を中心に収集している機関がない
・多様な形態の存在
・作家（制作者）のデータベースでもある



◆日本写真保存センターDBの構造化モデル

・写真家を基にしたユニークID
・原板形態による分類
・画像毎の情報
・写真家
氏名、性別、生没年、出生地、略歴・代表作、
権利者情報、写真原板資料の来歴

・ホルダー
撮影年月日、撮影場所、フィルム情報、ホルダ
ーに手書きされていた内容、劣化状態

・コマ
タイトル、撮影年月日、撮影地、掲載媒体情
報・掲載ページ数



◆日本写真保存センターのDBとは

検索画面：撮影者、撮影年代、キーワードで検索可能

https://photo-archive.jp/database/


◆公開DBがあるのになぜ連携するのか

・ギャラリー機能
既存のDBやHPを改修する必要なし
様々表現が可能な環境
他機関のデータとの連携も可能
ジャパンサーチの広報活動

・アウトリーチ
アクセス数の増加



◆ギャラリー機能が役立ってること

・DBの掲載数が多い場合
検索では出会えない画像の紹介
調査の外部連携機会創出
写真家、写真業界への周知

・写真展の延長として
リアル展示の補足
展示の周知促進
展示のアーカイブ



◆事例１

・東京駅の変遷をたどる



◆事例１

・東京駅の変遷をたどる
時系列に並べただけのギャラリー



◆事例１

・東京駅の変遷をたどる

1938-04-19



◆事例１

・東京駅の変遷をたどる

1938-08-17



◆事例１

・東京駅の変遷をたどる

1946-00-00



◆事例２

・写真フィルムからよみがえる原爆の記録と記憶
写真展連動型ギャラリー



◆事例２

・写真フィルムからよみがえる原爆の記録と記憶
通常は公開しない原板のスリーブ形式での展示



◆事例２

・ロールフィルムはそれ自体が時間軸を表す

・写真原板（フィルム）の記録性
画像による記録だけでなく、時間や場所の移動
などが改竄不可能な形で記録されている。

・真正性の根拠としての保存意義
画像記録が残っているだけではない真正性担保
の根拠資料として写真原板の保存意義を証明。



◆事例２

・山端の写真原板から分かること

・汽車で道ノ尾駅に降り立ち、徒歩で

一旦長崎市内に入り、長崎駅付近か
ら道ノ尾駅へ戻りながら撮影をした。



◆事例２

・山端の写真原板から分かること

・途中、同様の被写体（遺体）を撮影
している。

長崎市 浜口町付近 長崎市 松山町付近



◆事例２

・年表機能（タイムライン表示）



◆ギャラリー作成・公開の効果

・写真集などに採用されなかったカットの紹介

・会員でも容易に作成可能

・題材選びでDBを使ってもらい理解促進

・問い合わせ増加と収益への貢献



ご清聴ありがとうございました。
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